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平成２６年度第３回南区地域福祉アクションプラン推進委員会 会議概要 

名 称  第３回新潟市南区地域福祉アクションプラン推進委員会 

日 時  平成２６年９月９日（火） 午後２時から午後３時３０分 

会 場  白根健康福祉センター３階 多目的ホール 

次 第  １ 開 会 

     ２ 健康福祉課長あいさつ 

     ○ 平成２６年度南区「にいがた安心ささえ愛活動支援事業補助金」追加交付決定事

業について 

     ３ 分科会の中間報告について 

     ４ 地域座談会の中間報告について 

     ５ その他 

     ６ 閉 会 

事前送付資料 

 ・平成２６年度第３回新潟市南区地域福祉アクションプラン推進委員会会議次第 

 ・資料１ 南区地域福祉アクションプラン推進委員会 分科会開催状況 

 ・資料２ 南区地域福祉活動計画策定進捗状況 

当日配付資料 

 ・資料１－２ 南区地域福祉アクションプラン推進委員会 第２回分科会作業シート 

 ・資料３ 平成２６年度にいがた安心ささえ愛活動支援事業一覧 

出席者 推進委員［１９名］ 

    田中清彦委員，塩原信子委員，関根定一委員，田中吉平委員，大野朗子委員，遠藤

雪恵委員，宮崎幸一委員，横山勝委員，渡邊喜夫委員，関屋笑美子委員，笠井昭男

委員，田辺文明委員，阿部一久委員，渋川博子委員，大竹弘委員，知野美智子委員，

坪井和之委員，柳博明委員，中野裕子委員（欠席：尾竹勝衛委員） 

    アドバイザー 土橋敏孝氏 

    事務局 

    【南区健康福祉課】高橋課長，石倉補佐，伊藤主幹，長谷川主幹，袖山主幹，吉田主

幹，明間主幹，篠沢係長，清水係長，川﨑副主査，小柳副主査 

    【南区社会福祉協議会】船越事務局長，阿部補佐，池田主査 

報 道 なし 

傍聴者 ２名 
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午後２時  

事務局  定刻になりましたので、只今より、平成２６年度第３回新潟市南区地域福祉

アクションプラン推進委員会を開催させていただきます。 

 開会に当たりまして、高橋健康福祉課長よりご挨拶いたします。 

健康福祉課長  皆さん、こんにちは。健康福祉課の高橋でございます。大変お世話になって

おります。ありがとうございます。 

 本日はお忙しい中、第３回南区地域福祉アクションプラン推進委員会にご出

席いただきまして、誠にありがとうございます。前回７月１７日、第２回の会

議以降、地域計画の策定のために各地区で２回の座談会、あと分科会を分野ご

とにそれぞれ２回開催させていただきまして、委員の皆様にご出席をいただき、

大いに議論していただき、意見をたくさん頂くことができました。今日の会議

の中ではそれぞれの会議の中間報告が予定されておりますが、その後、いよい

よ計画の策定、素案づくりに入ってまいります。今年度は全部で６回の推進委

員会が予定されておりますが、今ほど言いましたように、座談会を２回、分科

会を２回ということで、委員の皆様には合計で１０回の会議への出席を今のと

ころお願いしているところでございます。皆様には本当にご苦労をおかけいた

しますが、これからもご協力をよろしくお願い申し上げます。 

 また、今日はささえ愛補助金の追加交付決定事業の報告もさせていただく予

定になっております。偶然になりますが、年度当初に採択されました南区ふれ

愛やさしく手話講習会が、ちょうど今日からスタートということになっており

ます。様々な団体が色々な取り組みをこの南区の中で進めていくことで、南区

の地域福祉、互いに支えあい安心して暮らせるといった地域づくりが進んでき

ていると感じているところでございます。どうぞ、今日もよろしくお願いいた

します。 

事務局  なお、本日の委員の出席状況でございますが、小林コミュニティ協議会の尾

竹委員からは欠席の連絡をいただいております。あともう一人、まだお見えで

ないようでありますが、後程いらっしゃるものと思います。 

 続きまして、本日の会議資料の確認を行います。まず、事前に送付したもの

でございますが、本日の会議次第、資料１「南区地域福祉アクションプラン推

進委員会分科会開催状況」、資料２「南区地域福祉活動計画策定進捗状況」。

それから、本日配付したものでございますが、資料１－２「南区地域福祉アク

ションプラン推進委員会第２回分科会作業シート」、資料３「平成２６年度に

いがた安心ささえ愛活動支援事業一覧」。以上でございますが、資料に過不足

はございませんでしょうか。ご確認いただきたいと思います。よろしいでしょ

うか。 
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 なお、後日会議録を作成いたしますので、本日の会議の内容を録音させてい

ただきます。よろしくお願いいたします。 

 また、本日、傍聴の方がおられます。本会議は公開でございますので、よろ

しくお願いいたします。 

 それでは、以降の会議の進行につきましては、田中委員長からお願いいたし

ます。 

田中委員長  田中でございます。皆さんのご協力をいただきまして、議長の職を務めたい

と思います。よろしくお願いいたします。 

 次第には入ってございませんけれども、先程課長からのお話のとおり、にい

がた安心ささえ愛活動支援事業補助金について、説明を事務局からお願いいた

します。 

事務局  南区役所健康福祉課の川﨑でございます。よろしくお願いいたします。次第

にはないのですけれども、ここで一つ報告をさせていただきたいと思います。

 今年度のにいがた安心ささえ愛活動支援事業につきましては、７月に開催い

たしました第２回のこの推進委員会におきまして、年度当初に補助金の交付を

決定した４事業の内容についてご説明申し上げました。その会議の最後に、新

潟市全体としてこの補助金の予算に余裕がありますので、追加の受付が可能で

あるという旨をお知らせいたしましたところ、新たに三つの団体から補助金の

交付申請書の提出がありました。これを受けまして、南区にいがた安心ささえ

愛活動支援事業補助金審査会設置要綱に基づきまして、８月２８日に審査会を

開催いたしまして、各委員から審査をいただきましたところ、この三つの事業

全てが補助金の対象事業として採択されました。これを受けまして、この３件

について補助金の交付を９月３日付で決定し、申請者にその旨を通知いたしま

した。 

 それでは、本日お配りしました資料３、Ａ３判１枚ものの資料でございます

が、こちらをご覧いただきたいと思います。平成２６年９月現在での南区の分

の補助金の活用状況の一覧表になっておりますが、このたび、追加で補助金の

交付を決定したものが、下の色がついている部分、３件となっておりますが、

この事業の概要を説明いたします。 

 はじめに、ママのやすらぎタイムです。申請団体は白根コミュニティ協議会

です。南区地域福祉アクションプランの福祉分野別地域福祉活動計画の基本目

標「安心して子育てのできる地域づくり」を推進する取り組みで、子育て中の

母親を対象に全３回の仲間づくりのための講座を開催し、子育てによるイライ

ラや孤立感を解消するとともに、地域住民が共に支え合う関係づくりを目指し

ております。この事業は、昨年度からこの補助金の交付を行っておりまして、
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今年度、２年目ということになります。助成額は２０万円、費用の主な内訳は

講師、保育者の謝礼や消耗品費などとなっております。 

 続きまして、ボランティアサークルデザンジュです。申請団体は事業名と同

じくボランティアサークルデザンジュという団体になっています。南区地域福

祉アクションプランの福祉分野別地域福祉活動計画の基本目標「ボランティア

活動が盛んになる環境づくり」を推進する取り組みで、講師を招いてのさまざ

まなワークショップを年６回開催することにより、楽しさ、喜び、心の充実を

感じることで個人、家族、地域が真の豊かさに気づくきっかけづくりを提供す

るというものです。助成額は２０万円、費用の主な内訳は講師の謝礼や消耗品

費などとなっております。 

 最後に、臼井地区健康づくり教室です。申請団体は臼井地区コミュニティ協

議会です。南区地域福祉アクションプランの地域別地域福祉活動計画にありま

す臼井地区の推進目標「交流・仲間づくりができる集まる場がある地区」に沿

った取り組みで、いろいろな年代の人たちが定期的に集まる居場所を作り、運

動や話をすることで地域の活性化につなげるものです。助成額は２０万円、費

用の主な内訳は講師、ボランティアの謝礼や会場使用料などとなっております。

 助成額の合計は、追加分３件で６０万円、年度当初の交付決定分と合わせて

７件で１３４万８千円となっております。 

田中委員長  ありがとうございました。 

 只今の説明について、ご意見、ご質問などございましたら承りたいと思いま

す。いかがでしょうか。 

 ございませんか。今回の交付決定があった３団体の皆さんにも、事業終了後

にこの委員会で事業報告を行っていただくことになっておりますので、その際

にはより詳しい内容が聞けると思いますので、よろしくお願いいたします。 

 続きまして、分科会の中間報告について、事務局からの説明をお願いいたし

ます。 

事務局  南区健康福祉課吉田でございます。よろしくお願いいたします。 

 前回の推進委員会におきまして、障がい者福祉、高齢者福祉・介護者支援、

児童・子育て支援の３分野による分科会の開催についてご説明させていただき、

推進委員の皆様にいずれかの分科会の委員にご就任くださるようお願いいたし

ました。また、委員会終了後、各分野にかかわりの深い関係機関の職員などに

も分科会の出席を依頼してございます。それぞれの分科会の委員構成は資料１

の１枚目の裏面のとおりでございます。 

 １回目の会議では、現在の南区地域福祉アクションプランに記載されている

福祉分野別地域福祉活動計画並びに地域福祉計画の「福祉・健康増進体制の充
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実」部分の各項目について、昨年度実施しました中間評価の結果を確認すると

ともに、出席者から現在の状況や課題などを挙げていただきました。また、２

回目の会議では、１回目の結果を踏まえ課題等の要因を探るとともに、その解

決に向けて必要な取り組み等のご意見を頂きました。 

 それでは、それぞれの分野ごとに分科会の経過について報告いたします。は

じめに、障がい福祉分野でございます。開会日時、出席者、現計画の振り返り

につきましては資料１、分科会開催状況の表のとおりです。また、課題の取り

組み、方向性につきましては、今日の配付資料１－２となっております。第１

回分科会におきまして、福祉分野別地域福祉活動計画の目標「障がいのある人

が地域参加できるまち」を実現するため、詳細項目といたしまして「相談しや

すい体制づくり」「障がいのある人と地域の人々との交流」「わかりやすい福

祉情報マップづくり」「障がい者団体の交流活動」、地域福祉計画の目標「障

がいのある人の自立支援」を実現するための詳細項目といたしまして、「福祉

サービス利用の相談支援体制充実」「心の健康づくりとボランティアの育成」

「障がい者団体情報の地域発信と地域との交流」「生活課題の早期発見」につ

きまして、３月に行われました評価に基づき、現状及び課題について意見をい

ただきました。 

 なお、福祉分野別地域活動計画「相談しやすい体制づくり」と地域福祉計画

「福祉サービス利用の相談支援体制充実」は内容的に同じであるため、一つの

項目にしました。この項目では、事業者間の連携づくりと、特に相談事業所の

周知不足が要因として上げられ、今後の課題とされました。 

 福祉分野別地域活動計画「障がいのある人と地域の人々との交流」「障がい

者団体の交流活動」、地域福祉計画「障がい者団体情報の地域発信と地域との

交流」の３項目につきましては、いずれも障がい者の方から地域社会に積極的

に参加する、それに対応した地域社会の理解の必要性や大型商業施設などでの

手話通訳・専用トイレ設備の充実、南区の農業・農業用施設を活用しての雇用

創出・交流への発展、情報発信につきましては、区バス掲示スペースや区だよ

りなどの利用、福祉新聞の発行などの意見がありました。この３項目につきま

しては、今後同じ内容でまとめることができれば、統一した項目として進めて

いきたいと考えています。 

 福祉分野別地域活動計画「わかりやすい福祉情報マップづくり」につきまし

ては、福祉団体の個人個人の作業だけでは作成に限界を感じていることが課題

要因であります。行政から情報提供してもらいたいという要望がございました。

作成を進めている団体からは、作成する範囲を限定し地域の社会資源を見極め

ながら来年度完成予定で進んでもらいたいというご意見もありました。 

 地域福祉計画「心の健康づくりとボランティアの育成」につきましては、現

計画では精神障がい者についての理解を深め、ボランティアを育成することが
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できましたが、新計画では全ての障がい者に対するボランティア育成、支援と

いう考えで進めていきます。ボランティアの育成は社会的な要因などで困難に

なっているため、社会福祉協議会の現在行っている事業の見直しなどが必要と

の意見をいただきました。 

 地域福祉計画「生活課題の早期発見」につきましては、自立支援協議会の中

で連携を充実させながら早期発見に努めていくということです。 

 以上で障がい者福祉分科会の報告を終わりますが、今日お配りしました資料

１－２の５ページの中で、レストランぱるの「ぱる」が片仮名になっているの

ですが、ひらがなの「ぱる」ということで、訂正させていただきます。 

事務局  続いて、高齢者福祉・介護者支援分科会について報告いたします。地域福祉

係の小柳と申します。資料としましては、引き続き、本日配付しました資料１

－２をご覧ください。高齢者の分科会が９ページからになっていますので、そ

ちらから話をさせていただきます。 

 高齢者の分野は現在のアクションプランでは福祉分野別地域活動計画として

四つの項目が、地域福祉計画としては六つの項目が掲げられていましたが、現

状について話し合いを行った結果、全ての項目について次期の計画でも取り組

みの継続が必要として意見がまとまりました。また、現在ある報告のうち、ま

とめられるものを一つにしようということで、老人クラブの関係のものが二つ

あったのと認知症の関係のものが二つありましたので、それぞれ一つにまとめ

て次の計画作成時に記載することとしました。また、現在の計画には載ってい

ないのですけれども、新たに次回の計画のときに考慮する必要があるものとし

まして、高齢者の見守り体制を検討すること、そして南区は公共交通機関の発

達が乏しいために自家用車の運転ができなくなった場合に社会参加が難しくな

ってしまう点が課題に挙げられるということで、新たな課題として二つの項目

を追加しようということで話し合いが進みました。結果として、次期の計画、

高齢者の分野は項目が１０個に分かれたのですけれども、現計画から高齢者の

分科会は項目が多く、１０個全部を記載すると分かりにくくなってしまうので

はないかということで、内容の似たものということで三つのブロックに分けさ

せてもらいました。今回はそのブロックごとに簡単に説明させていただきたい

と思います。 

 まず、９ページが閉じこもりや孤立の防止ということで、上の方に書いてあ

りますけれども、このブロックの中の小さな目標として、左側の方を見ていた

だくと、「高齢者の閉じこもりや孤立を防ぐ」といったこと、そして「高齢者

の見守り」「公共交通機関が発達していない」という課題、あと、下の方で「老

人クラブの活性化」「老人クラブへの参加促進」といったものをこちらのブロ

ックに入れてあります。話し合いの結果、どのような方向性でやっていけると
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いいかといったことでは、閉じこもり防止や見守りとしては自治会としての体

制を作っていかなければいけないと思うのですけれども、見守り対象の方の名

簿は個人情報保護の問題もあって行政からはなかなか出せない部分が多いの

で、自治会の方で隣近所での声かけの方法とか保健会の活動などを含めて、今

後、取り組んでいけるといいのではないかといった意見が出ました。 

 続いて老人クラブの関係では、会員の募集方法の検討が今後必要で、今まで

はどちらかというと会員の中向けでのＰＲになっていたのですけれども、会員

ではない地域の方に向けてもＰＲしていく必要があるのではないかといった意

見がありましたし、交通機関関係では、免許証の返納に併せて高齢者がその後

も生活していけるように孤立しないような対策を考えていくことが大切ではな

いかといった意見がありました。 

 続いて、１１ページをご覧ください。こちらは二つ目のブロックで、地域で

の交流、支え合いの推進といった内容をまとめさせてもらっています。小さな

項目でいいますと、左側に載っていますが、「介護者を支え合う地域」「情報

の共有とネットワークづくり」「世代間交流事業の推進」といったものを含め

てあります。こちらで出た意見としましては、「介護者を支え合う地域」とあ

りますけれども、どの家庭が介護していてどの方を支えたらいいのかという情

報がなかなか分からないといった声が聞かれました。こちらでも個人情報の保

護ということがあるので、先程と一緒でなかなか名簿が出せない部分があるの

で、自治会単位でどうやったら支えが必要な方の把握ができるのだろうという

ところから、ネットワークづくりや見守り体制を作っていけるといいのではな

いかという声が聞かれました。また、世代間交流事業の関係につきましては、

現在、コミ協や公民館とか色々な団体が開催するイベントやお茶の間といった

ものがあるのですけれども、参加者の偏りがあってなかなか参加者が見られな

かったり、子どもばかりたくさん参加するイベントがあったりするので、それ

らを上手に統合していくと世代間交流としても有効に使えるのではないかとい

ったような声がありました。 

 続いて１３ページをご覧ください。こちらが三つ目のブロックで、健康づく

り、介護予防の推進といったブロックに分けさせてもらっています。小さな項

目としましては、左側の方、「認知症の理解を深める」「認知症予防と対策」、

続いて「高齢者の健康管理と介護予防の推進」「地区保健会活動の推進」とい

ったものを含めております。出た意見としましては、認知症の理解に向けては

地域に地域包括支援センターが入って説明の機会を作っていけるといいのでは

ないかという声や、地域包括支援センター自体のＰＲも必要ではないか、また、

家で介護している方でなかなか外に出られない方にも支援していく必要がある

といったような声が聞かれました。また、健康づくりのところでは、運動だけ

ではなく食事も含めて大切ということで、保健会はもちろんですけれども、食
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推や運推といった食事や運動の面からサポートしてくださる方も含めて地区に

入って活動できるといいのではないかといった声が聞かれました。 

事務局  引き続きまして、児童・子育て支援分科会の報告をさせていただきます。 

 本日お配りしました資料１－２の１５ページをお開きください。現在の地域

福祉アクションプランに掲載しております目標から、児童・子育て支援分野に

つきましては、大まかに三つに分けて委員の皆さんからご意見を伺いました。

 まず、１５ページにつきましては、「子育て世帯が孤立しないまちづくり」、

また「子育て情報の発信」ということで、情報の周知や活動のＰＲにかかる部

分についてご意見を伺いました。第１回の分科会では、児童会や支援センター

にチラシやパンフレットがあっても、子どもに気を取られて見る余裕がないと

いうお母さんからのご意見であるとか、また、サークルなどに入っていないと

情報が入りにくいとか、また、インターネットの情報は積極的に見ることがで

きないというご意見がありました。その要因としましては、結局のところ口コ

ミが重要になっていて、母親同士のつながりというものが非常に大事であると

いうご意見がありました。そのための取り組み、方向といたしましては、口コ

ミでサークル等に入っていただいたり、また、情報を対象の地区だけではなく

てほかの地区の児童館や保育園などでもサークル等の活動紹介があるとよいと

いうご意見や、また、ただ単に冊子やチラシを並べておくだけではなく、職員

が利用者に対して直接声をかけるということが必要ではないかといったご意見

がありました。 

 続いて、１６ページをご覧ください。こちらの現計画の目標といたしまして

は、「ゆとりをもって子育てができるまち」「地域ぐるみで子育て支援」「子

育て応援ボランティアの育成と親のニーズ」ということで、地域で子育て世帯

を支えるという部分についてご意見を伺いました。現状や課題といたしまして

は、ファミリーサポートセンターの知名度が低いということや、地域でのイベ

ント等においては保育つきであると参加しやすいということ。また、味方地区

などでは老人クラブが小学校と合同で輪投げ大会を行ったり、作品展に保育園

児が参加したりしているという状況。また、お年寄りが持っている知識や技術

を若いお母さんに伝えたいと思っていらっしゃるということ。それから、昨年

度から特色ある区づくり事業として行っております「『地域で子育て』を応援」

の中で「子育てオーエンジャーみなみ」という子育てボランティアを育成いた

しまして、その活動を頑張っているという話がございました。その中で今後進

めていくべきものということで、やはり同じ地域や境遇の人が声をかけ合うと

いうことが一番良いということ、また、全くのボランティアが主体となって動

くのは難しいというような要因がありまして、住民の自主的活動を区が継続し

て応援してほしいというご意見がありました。 
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 続いて、１８ページをご覧ください。三つ目のシートといたしまして、「子

育て支援」という目標なのですけれども、主に行政が提供している保育園や児

童館といった施設等での取り組みについてご意見を伺いました。現状といたし

ましては、１年未満で復職を希望しているお母さんが多い中で、年度途中での

保育園入園が難しいというお話。また、児童館や子育て支援センターなど、ど

ういった施設であるかということが分かりづらいというようなご意見、また、

児童館が小中学生と共存しなければならないために気を遣って利用がしにくい

というようなご意見もありました。その中で、取り組みの方向性としては、保

育園の園開放は決まった日程だけではなくて随時対応していくべきだというご

意見や、また、児童館までの交通手段の確保が必要であるというご意見が出て

おります。 

事務局  以上、３分科会の経過報告をいたしました。いずれの分科会も課題解決をす

るための活動主体、取り組みの方向性、目標の再設定までの詳細な意見交換ま

では至っていません。これから素案づくりに入っていきますが、各分科会の意

見に沿って事務局案を作成していくことでお任せいただくということでよろし

いでしょうか。 

田中委員長  素案は事務局で作っていただくということでよろしいですね。 

 只今の説明についてのご意見、ご質問など、また、それぞれの出席された分

科会の感想や、当日言い足りなかったことがございましたらご意見を頂戴した

いと思いますが、いかがでしょうか。言い足りなかったこと、ございませんで

したか。 

 特に無いようですので、４番目の地域座談会の中間報告についての説明をお

願いいたします。 

事務局  南区社会福祉協議会の池田です。資料２についてご説明させていただきます。

よろしくお願いいたします。 

 １２地区の地域別の福祉座談会を各地区２回ずつ開催ということで、アクシ

ョンプラン推進委員の皆様には座談会の案内や運営についてご協力いただきま

したことを、まずもって感謝申し上げます。地域別の座談会の日程、１回目、

２回目の開催日時、会場、そして参加いただいた住民の方の人数を一覧表にま

とめさせていただきました。こちらは平成２６年９月１日現在で作成したもの

でして、昨日、９月８日月曜日に新飯田地区の第２回の座談会が終了しており

ます。空欄になっておりますところはこれから参加人数をご報告させていただ

きますので、お手数ですが追加記入をよろしくお願いいたします。１番の新飯

田地区、昨日９月８日の参加人数は２７人でした。続きまして、７番の鷲巻地
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区、９月４日木曜日の参加人数は１５人でした。続きまして、９番の大通地区

の第２回目、９月７日日曜日１時半からの開催は３５人でございました。残す

ところ第２回目、白根地区が９月１６日火曜日の１４時から開催予定ですが、

ここを残すのみという状況になっております。ここにお集まりのアクションプ

ラン推進委員の皆様ですとかコミ協の役員、そして地区社協の役員、保健会の

役員や食生活改善推進委員の皆様、そして自治会長、老人クラブの役員の方、

そしてボランティアの方など、非常に多岐にわたる方々にご参加いただき、地

域の現状や課題を皆さんで確認したという内容になっております。 

 １回目と２回目の座談会の内容についてご説明させていただきます。下の方

をご覧ください。１回目の座談会では、今日お越しの土橋先生によるミニ講話、

こちらは南区健康福祉課の特色ある区づくり事業になりますが、「身近なとこ

ろで助け合いを ～これからの地域づくり～」と題しまして、土橋先生からミ

ニ講話をいただいております。そして、アクションプランを初めてお聞きにな

るという方もいらっしゃるので、これまでの経緯をご説明させていただき、ワ

ークショップをその後開催させていただきました。現計画の振り返りというこ

とで、各地区で６年前に推進目標を設定したわけですけれども、その推進目標

のために実施した活動、成果、達成の度合い等を確認しまして、次期計画に引

き続き継続してこの推進目標を設定していくか否かというところを協議いたし

ました。 

 ２回目の座談会では、１回目の話し合いの中から新たな課題も出てきており

ましたので、そちらの課題出しをさせていただき、それらの整理。そして解決

策を探るというところでは、現在、各地区でいろいろな住民活動が行われてお

りますので、その活動の内容を修正していく形で解決ができるのか、また、新

たに必要な課題というのが生まれてきているのかというところを皆さんで意見

交換していただき、新たな推進目標を設定し、そしてその地区のスローガンを

設定させていただいた形になっております。 

 ２回目の座談会で各地区からたくさんご意見をいただきました。それらのご

意見をまとめさせていただき、今後、アクションプラン推進委員の皆様、コミ

協の役員、そして地区社協の役員の皆様などと各地区で協議を重ねながら、共

に地域別の活動計画を仕上げてもらいたいと思っております。 

 その次のページからは、第１回目の座談会のまとめということで、地域福祉

座談会中間報告を地域別でまとめさせていただきました。１２地区の１回目の

座談会をまとめたものを資料としてご用意させていただきましたので、自分た

ちの地区だけではなく、ほかの地区がどのようなご意見が出ていたかというこ

とをご参考にしていただければと思います。 

田中委員長  ありがとうございました。 
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 只今、各地区の座談会についての説明がございましたが、皆さんの方で質問

やご意見がございましたら補足していただきたいと思います。いかがでしょう

か。 

中野委員  私は茨曽根地域に参加してきました。ほかの地域の方のものを見ると、防災

とかそういうものが出されていて、茨曽根地域もそういうことを話し合えばい

いのになと思っていたのですが、そういうものは途中で変えられるのですか。

事務局  茨曽根地区の方で災害については検討がなかったということで、もう一度見

直すことはできるだろうかというご質問をいただきましたが、こちらについて

は、推進委員会でそのようなご意見を頂いたということで、これから地域別の

活動計画を仕上げる段階で、こういうものが出ましたので検討をお願いします

ということで、再度地区の方とご相談させていただき、検討が必要ということ

であれば修正していただいているところでございます。 

田中委員長  ほかにございませんか。 

 それでは、各コミュニティ協議会選出の委員の皆さんからも、それぞれの地

区でこれまでに開催した座談会の様子やその感想、また、新たに出てきた課題

や作成した目標、計画内容などについて、順にお聞かせいただきたいと思いま

す。時間の関係もありますので、お一人３分程度で簡潔にお話しいただきたい

と思います。よろしくお願いします。 

 初めに、新飯田地区の塩原委員、お願いします。 

塩原委員  新飯田地区の塩原です。よろしくお願いします。 

 新飯田地区では２回開催いたしましたが、今回、参集者も多く、いろいろな

面で相談をいたしました。新飯田地区では防災の方にいろいろな意見が出てお

りましたが、併せまして、そういうものを位置づけていく中では、自治会単位、

集落別での取り組みがやはり重要ではないかと。そこが声をかけ合って支え合

いができていけばいろんな活動にもつながっていくということで、そのような

意見が出されました。保健会の問題にしても自治会単位でうまくいけばそうい

うことも見直されるし、防災もそうだし、地域のつながり、茶の間も歩いて行

ける会へという取り組みが、やはり、自治会で見つめ直すことが大切ではない

かということも出されております。 

 あと、地域へのよりどころの場として、空き家を利用した地域の茶の間的な

皆さんが集まれる場ということも検討がありましたし、学童保育とかセーフテ

ィスタッフの要請もしておりますけれども、地域でみんなで見守っていくとい

うことも出されていました。アクションプランの見直しと、新たに計画の中で
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地域が少しずつ関心が出ているように感じました。 

田中委員長  ありがとうございました 

 続きまして、茨曽根の関根委員、お願いします。 

関根委員  茨曽根の関根です。よろしくお願いします。 

 茨曽根も２回座談会が行われまして、いろいろと意見がたくさん出たのです

けれども、先程中野委員が言われたように防災に関しては少し話が出たのです

けれども、具体的な、そこまで突っ込んだ話は出ませんでした。これからまた

それを取り入れたりして話し合いをしていきたいと思います。 

 まずは今までの経過で、「高齢者の楽しい地域づくり」ということなので、

いろいろと意見が出たのですけれども、やはりこれは継続するべきだろうとい

う話になりまして、みんなで話し合いをすることになりました。ただ、老人会

に関しましても役員のなり手がいないとか、そのような意見が出ておりました。

なかなか難しいところもあるのだろうとは思うのですけれども、しっかりと取

り組んでいきたいと思います。 

 それから「こどもたちの安全な地域づくり ～セーフティスタッフの活動に

取り組もう～」ということで、まだまだ足りない。今までの目標達成に関して

は１２０パーセントの達成があったのですけれども、実際のところはセーフテ

ィスタッフがどこまでしっかりと中に入り込んでいるかということがありまし

て、これからもっと子どもたちとゆっくり話し合いをしながら進んでいこうと

いうことになっております。 

 今までの計画はしっかりとあるのですけれども、全体的に継続のシステムで

進んでいくという状態になりました。 

田中委員長  ありがとうございました。 

 続きまして、庄瀬地区の田中委員、お願いします。 

田中（吉）委員  庄瀬地区の田中であります。 

 庄瀬地区も座談会が２回行われました。その中でも、やはり防災についての

意見がいろいろ出ました。防災訓練は今年で庄瀬地区は８回目です。来月の５

日、日曜日に実施します。防災、水害等も含めまして、水害のときに移動しな

い方がいいとか、それよりもむしろ各々の２階に避難したほうがより安全では

ないかという意見が出まして、そういう話に時間を費やしたわけであります。

 あと、子どもの部分に関しては、とにかく今は児童がいない自治会、３自治

会あります。年々児童も減っている中で、交通事故等に対してより一層児童の

見守りに特化したほうがいいのではないかと。それで今、一つ感心なのは、八
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枚地区から庄瀬小学校まで４キロ近くあるでしょうか、その中で誠意ある人が、

用がなければほとんど毎日児童５、６人の後ろを自転車で付いて、学校まで送

ると。こういうものが素晴らしいことだなと思って、皆さんも真似してやった

方がいいのではないかと思うのは思うのですけれども、なかなか手が回らない

というか、皆さんも相当感心しておりました。 

 そういったところで、庄瀬地区は「みんなの居場所づくり」が６部門、「安

全で安心な地域づくり」が２項目ありますが、全て話し合った結果、継続とい

うものが大半でした。これらを踏まえて、地区としてはこの項目について、見

直しというよりも力をどのように入れていけばいいのかも、これからの大事な

話になろうかと思います。 

田中委員長  ありがとうございました。 

 続いて、小林地区の尾竹委員がいらっしゃらないので臼井地区になります。

臼井地区の大野委員、お願いします。 

大野委員  臼井地区の大野です。 

 今年役員がほとんど替わって、６年前に立てた推進目標に対して活動の成果

があったかどうかが分かりづらかったのですけども、各地区の既存の組織を育

てるという目標に対して、色々会議とかをやったり活動を活発にしていく中で、

祭り、狸の婿入りとか写真コンテストとか、中学校と小学校、いろいろ連携し

て感謝祭など行われているところはとてもいいところだと思いました。そのほ

かにもあいさつ運動とか新しく行う活動などがあってよかったと思います。 

田中委員長  ありがとうございました。 

 続きまして、大郷地区の遠藤委員、お願いいたします。 

遠藤委員  大郷地区の遠藤です。 

 大郷の方も２回目の座談会を終了してまとめに入っているところですが、皆

さんの地域に比べてご覧のとおり参加した人数が大変少のうございました。そ

れには声をかける方の問題もあったのですけれども、やはり地域全体の福祉に

ついて話し合うというところでは、若い方達に参加いただけるようなご案内の

仕方も今後必要なのかなと感じました。 

 座談会の内容では、今まで６年間の振り返りということですけれども、「支

えあいの関係づくり」では、大変にあいさつが子どもたちも大人も声をかけ合

っているので、それを続けて行きましょうということで、その中から、やはり

世代間の交流があったり隣近所の付き合いがあったり、顔の見えるお付き合い

が続いていくことで安心・安全の確認ができるのではないかというところだっ



 - 14 -

たと思います。 

 それから「集まる場づくり」についても、既存のイベントですとか、コミ協

で計画するイベントなどにどんどん参加していただけるようなＰＲの仕方を工

夫していこうということでした。それから、地域の茶の間も発足されています

し、それがほかの地区でも歩いて行けるようなところでできあがっていけばい

いのですけれども、まだそこまで目標を持っていけていないような状況です。

 あまりハードルを高くしないというのが大郷地区の特色でもあるのですが、

普通にできることをきちんと確実にやっていきましょうということでした。 

田中委員長  ありがとうございました。 

 続きまして、鷲巻地区の宮崎委員、お願いいたします。 

宮崎委員  鷲巻地区の宮崎です。よろしくお願いします。 

 鷲巻地区の活動を振り返りますと、継続することが多くありました。「各集

会所を拠点とする茶の間づくり」、現在、新しく２地区が活動中ということで、

既存の活動と合わせますと４地区４団体で茶の間を活動中です。新しく立ち上

げた２地区の中の一つが作成モデルとして行政、地域包括支援センターにお手

伝いいただいて、毎月茶の間を開催しています。非常にいいモデルとして、他

地区も参考に活動しようという盛り上がりが出ております。 

 「多世代交流」は大鷲夜祭りとかありまして、大郷地区と共同でやっており

まして、非常にうまくいっている事業もあります。しかしながら、「ボランテ

ィアリーダーの育成」が、なかなか育てる仕組みが今のところ確立されていな

いという問題もありました。 

 あと１点、終了というものがありまして、「老人クラブとの協働」というこ

とで、当地区、老人クラブがなくなりました。ただ、個人的にといいますか、

ゲートボールクラブであるとかちょっとしたクラブはあるのですが、なかなか

そういう方との連絡がとれていない現状がありまして、今後の課題として挙が

りました。 

田中委員長  ありがとうございました。 

 続きまして、根岸地区の横山委員、お願いします。 

横山委員  根岸地区でございます。根岸地区も２回座談会を行いまして、スローガンが

決まりました。「明るくいきいき 根岸地区」というものです。 

 根岸の目標はお茶の間を拡充していこうということでございます。これにつ

いては以前から、先程宮崎委員からもあったように、なかなかリーダーになる

人がいないということが一番の課題かと思います。その辺で、リーダーをどう
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やって決めていくか、そこだけを決めようとするとなかなか決まらない。です

から、２回座談会をやった中で感じたのは、自然発生的にリーダーが決まるよ

うな方向付けというか体制づくりが必要なのではないかと思いました。例えば、

極端なことを言えば、何人かで集まるその全員がリーダーでもいいでしょうし、

リーダーなしでもいいのではないかという、今風の時代の流れというか考え方

というか、それもまたありなのかなと感じました。 

 それと、８月２２日に歌声喫茶というものをやりまして、４０名くらい集ま

ったのですが、これはなかなか盛況でございまして、また次回やろうという声

も出ております。その辺も踏まえて、自然発生的にそういうものが広がってい

けばと思っています。 

 あとは、世代間交流も進めていかなければならない目標の中にあります。こ

の辺につきましても、従来同様カーリング大会とか輪投げとかゲートボール大

会を通して、子どもたちとか高齢者が一緒に馴染んで和気あいあいと集まって

話ができれば、それが地域の世代間交流につながっていくのかなと思っていま

す。 

田中委員長  ありがとうございました。 

 続いて、大通地区の渡邊委員、お願いします。 

渡邊委員  大通地区についてご報告いたします。 

 第１回目のときに、ご存じのとおりどこの地区もそうではないかと思います

が、今から５年前、６年前に計画ができたときのことを知っている方がほとん

どいらっしゃらなくて、自治会から参加された方がほとんどですが、その方が

かなり変更しておりまして、このときの経緯を知っている方が本当に数人とい

う状況で、全く知らなかったというのが非常に大きな課題になりました。参加

者もどのようなことをしているのかということで、検討のしようがないのでは

ないかという状況が少しありまして、第２回目のときに課題あるいは実際にや

ったこと、あるいはその成果などをまとめたものを出すことにして、この前、

２回目の話し合いを行いました。その中では、やはり、今後も周知徹底、要す

るに地域全体でこの運動は必要であり盛り上げていかなければならないという

認識をみんなが少しずつ持ち始めて、やはりそうだという声が聞かれました。

 大きく言いますと、２回目の前に、地域住民の方がどのようなことを地域の

福祉や見守りなどに望んでいるかをアンケートでコミ協に出しました。これに

よりますと、元気な高齢者が活躍する場が必要であるとか、これも提案として

は具体的なことが書いてあるのですが、子育て支援と高齢者問題を結びつける。

例えば、子どもが学校から帰ってきたときに高齢者の家に遊びに行けるような

システムを作ったらどうかというような、とにかく情報発信が必要なのだとい
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う意見が大きくありました。 

 また、先程から問題になっておりますように、高齢者が災害のときと緊急の

ときにどの程度手助けが必要なのかが分からないので、そういう調査も必要で

はないか、あるいは空き家の調査も必要ではないかということがありました。

また、乳幼児の把握とそれに対する応援を、やはり地域一体でやらなければな

らないのではないかと。含めて、障がい者の方の状況が全く分からないので、

そういう調査もやって、どの程度我々が手助けできるのかということも是非や

っていかなければならないのではないかという要望がありました。 

 また、先程の話の中で、いろいろな意味で子どもの見守り、あるいは老人の

見守り、あるいは何か災害が起きたときの連絡等、あらゆる意味で大通地区全

体のネットワークを作る必要があると。何か知りたいことがあったら事務局に

連絡して、そこから区役所にしろ社協にしろ、いろいろなところと連絡がとれ

るようなシステムを作らないとだめなのではないかという話がありました。そ

れと併せて、今後の問題として、アクションプランをどのように実行している

のか、誰がやっているのか、あるいはどのような状況だったのかという報告が

必要だと。そのためには役割分担、あるいはそういう評価もきちんとやれるよ

うな組織を作らないとだめなのではないかということで、仮にライフネットワ

ークというようなものを作ったらどうかということがありました。そのような

ことで、全体としてやらないとだめだという盛り上がりが出てきたことは大変

いいことだろうと思っております。 

 あとは、今までどおりのスローガンでいいというところが２グループ、あと

の３グループが少し長いからもう少し縮めようということで、趣旨としてはス

ローガンがあって初めてその内容が作っていけるということで、相対的には前

回の推進目標が継続という方向で、今、進んでおります。 

田中委員長  ありがとうございました。 

 続いて白根地区の関屋委員、お願いします。 

関屋委員  白根地区の関屋です。 

 ご存じのように、白根地区はまだ２回目の座談会が終わっておりませんので、

本当にまとまった意見が言えないのですけれども、とりあえず１回目の会議の

様子をお伝えしたいと思います。 

 昨年度までは自治会長を中心に座談会を開いていたのですけれども、今年度

は各種団体の方々にも声かけをして集まっていただいたので、より幅広い意見

が出たのではないかと思っております。四つの項目に関しては、すべて継続と

いう形になっております。いろいろと意見が出るのですけれども、最終的に個

人情報の規制がすごい壁になっておりまして、その辺りを次の座談会辺りでい
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い案が出るといいなと思っております。 

 活動の成果としては、私も長い間見てきましたけれども、アクションプラン

ができたことによって茶の間がすごく増えたというのはすごくよかったのでは

ないかと思います。 

田中委員長  ありがとうございました。 

 続きまして、味方地区の笠井委員、お願いします。 

笠井委員  味方地区の笠井でございます。 

 味方地区といたしまして、最近ようやくこのアクションプランという言葉が

浸透してまいりまして、第２回目の座談会でもいろいろと活発に意見が出され

たわけでございます。そのような中で、味方地区ではお茶の間が非常に盛んに

やられているので、その辺が非常にいいことではないかと思っております。 

 いずれにしても、この地域福祉という言葉の中で、何としてもこの老人会の

力、組織が欠かせない問題だろうと位置づけておりまして、今、南区の老人ク

ラブもさることながら、先程の鷲巻地区の話ではないけれども、会長のなり手

がないのでお休みなのだというところが南区でも三つ、四つ出てきております

ので、今年度は南区の老人クラブとして、お休みになった会をもう１回立ち上

げてもらおうということで、我々事務局の方で検討しているところでございま

して、これから地域の一員として老人クラブの会員を増やして、そして、地域

の支えに、地域の力になっていく時代が来るのではないかということで、今、

各老人クラブの会員もさることながら、南区として一生懸命検討しておりまし

て、会員誘導のチラシ、パンフレットをカラーで作りまして、今日、それぞれ

各会長あてに発送の手続きをしたところでございます。これから会員誘導、そ

れからお休みしたところにもう１回立ち上げてもらおうというということで、

一生懸命そういう問題に取り組んでいきたいと思っております。味方地区だけ

ではなくて、地域にもっともっと役立つこともあるだろうということで、南区

全体の老人クラブとして考えているところでございます。 

田中委員長  ありがとうございました。 

 最後になりましたが、月潟地区の田辺委員、お願いいたします。 

田辺委員  田辺でございます。 

 ２回、６月と８月に座談会をしましたが、６年前に決めた目標あるいはスロ

ーガン、そっくり継続ということになりました。 

 お茶の間の関係なのですけれども、なかなか現状のままでとどまっていまし

て新規が立ち上がっていないということから、魅力あるお茶の間づくりがまだ



 - 18 -

乏しいのではないかということでありました。 

 あと、「ボランティア・地区のリーダーを育成しよう」ということでありま

すが、リーダーの活動が地域にもっと見える方法がないかということもありま

した。 

田中委員長  ありがとうございました。 

 只今、各地区の委員の皆様方の感想を含めたご意見を頂戴いたしまして、あ

りがとうございました。 

 そのほか、各委員の皆さんからの報告をお聞きになられた上で、もっと詳し

く聞きたいという事柄がございましたら、どなたでもかまいませんが、発言は

ございませんか。 

中野委員  私も参加していて、皆さんのお声を聞いて思ったことがあって、ほかの地域

の活動を知っている方がいらっしゃって、そういう情報を知り得てもっと自分

の地域もそういう真似をしようという話が出たのです。自分の地域だけよけれ

ばいいのではなくて、先程お話があったように、南区全地域が平等に高められ

るように、私達はこういうことをしている、皆さんはどうですかという話、と

ても盛り上がったとか、今のように情報交換の冊子とか場があるとか、何か刺

激しあうというようなものも必要かなというのは茨曽根のときも話が出たので

す。せっかくいいところもあるのに知らなかったので、知ればみんなもそれな

らできるという気持ちになるので、そういう機関紙というか情報の場があると

いいのではないかと思います。 

笠井委員  児童・子育て支援分科会の笠井と申します。 

 資料を見ていましても、児童・子育て支援ということになっておりますが、

児童がなくて子育て１本の内容になっております。この辺は事務局としていか

がなものでしょうか。 

事務局  分科会を開催している中で、出席された方からもそのようなご意見をいただ

きました。今日、お配りした資料の中にも、今現在の目標以外に出た意見とい

うことで、いくつか記載させていただいております。資料１の８ページに、例

えば、高校生の通学手段が不便であるとか、小中学生の通学バスのお話である

とか、公園に日陰を作ってほしいというようなご意見があったことは記載のと

おりであります。 

 こういった内容につきましては、福祉の計画の中で盛り込むべきことなのか、

例えば、公園のことであれば建設関係の計画の中に入れるものなのか、また、

通学バスであれば教育委員会の計画に入れるものなのかというところで、アク
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ションプランの中に入るものなのかどうかを、事務局で検討させていただきた

いと思っております。もし、アクションプランの中に入れていくのが難しいと

いうことであれば、それぞれの担当部署といいますか、区役所の中にもその分

野を担っている部署がありますので、そちらにこういった意見がアクションプ

ラン推進委員会の中であったのだということで、しっかりとお伝えしてその中

で生かしていくことができればと考えております。 

田中委員長  おっしゃるとおりだと思いますので、これからもまた色々と皆さんのご意見

を頂戴したうえで、素案の中に入れていただきたいと思います。 

塩原委員  昨日座談会がありまして、そのときにほかの地域では車に安全パトロール中

とか、子ども１１０番とかそういう色々なステッカーを作って子どもたちを地

域で見守っていますということを発信している地域がたくさんあるので、新飯

田はセーフティスタッフの方の取り組みはありますけれども、そういうステッ

カーで地域から子どもたちを見守っているというものがないので、そのような

ものをほかではやっていらっしゃるようだから新飯田もやったらどうかみたい

なものもありますから、やはりいい取り組みをしているところはどんどん計画

に挙げていただいて、南区全体でかさ上げできるといいなと思います。 

中野委員  先程の子育て支援、なぜ児童がないのかという話で、児童が大事とかではな

くて、なぜ子育て支援なのかということをきちんと深いところからお話ししな

いと、皆さんは多分意味が分からないので、なぜ子育て支援が大事なのかとい

うのを皆さんがしっかり知らないと話は進まないと思うので、そういう勉強会

も大事かなと思っています。子育て支援がなぜ抜けているのかという意味が分

からないと、その意味はあると思うのです。意味があるからこのように出てい

ると思うので、そういう勉強会も大事かなと思いました。先程の説明が少し理

解できなかったです。 

田中委員長  要望としてお聞きしておきたいと思いますけれども、笠井委員がおっしゃる

のと違うのです。一つの子育てという問題があるのに児童の点があまりにも表

に出ていないという言い方だと思うのです。 

 ほかにございませんか。 

 色々と要望もあると思いますが、それらを踏まえた上で、本日も出席いただ

いておりますアドバイザーの土橋先生より、各委員からの報告をお聞きになっ

ての感想や今後の計画取りまとめに向けてのアドバイスなど、一言お話しいた

だければ非常にありがたいと思います。先生、よろしくお願いします。 
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土橋アドバイザ

ー 

 どうもご苦労様です。 

 全地区に参加させていただいたので、色々そのときのことと、今お話をいた

だいたことと比較しながらお聞きしていました。非常に２回目をやって全体的

にまとまってきているなという感じを受けました。１回目のときは継続、継続

ということでそのまま引き継いでいってしまうのかなということで心配してい

たのですけれども、２回目をやることによってさらに深めて、自分達が何をな

すべきかということがかなりよく見えてきたのかなというところがお聞きでき

たので、よかったなと思っています。 

 それで、ご提案なのですけれども、それぞれの地区の取り組みというのは、

先程、自治会を中心にしながらやっていかなければいけないという話も出てき

ましたけれども、きめ細かく、どういう網の目を張っていけば色々な課題の解

決や課題が出てきたときへの対処ができるかなというのは、皆さんもお気づき

になっていらっしゃる。そのときに要援護者の名簿だとか何とかというものが

出てこないというところで、色々悩んでいらっしゃるということが大きくある

と思うのです。 

 いずれにしても、それは行政との関係づくりというのも一つはあるような気

がするのです。それをかたくなに行政が出さないと言っていればいいというこ

とではないと思うので、安全・安心ということから、被災されること、自然災

害とか色々なことが起きてくるわけですから、そのときに誰も知らなかったと

いうことでは済まないのだろうと思うので、その辺を皆さんどのようにお互い

に考えながら行政と詰めていくのかということを是非考えていただきたいと思

うのです。 

 それから、せっかく、今、中野委員からも話がありましたけれども、ここで

情報交換したということは、区全体の方向性というものをどこかで話し合って

いかなければいけないということだと思うのです。地区の計画づくりというこ

とで、この前、話し合ってきたわけですから、それぞれの地区ごとの考え方が

出てきているわけだけれども、では地区が動いていればそれでいいのかという

とそうではなくて、南区全体としてはどうなのかということが当然あって、そ

の南区の方針と地区ごとの方針とがどういう形でリンクしていくのかというこ

とがないと、地区がいくら頑張っても全体に広まっていかないということにな

ります。また、自分たちの力だけでは動かないということもあるわけですよね。

前に申し上げたように、子どもの数が増えると言ってもそう簡単に増えるもの

でもないし、人口が減らないようにしようと言ってもそれはできることでもな

い。それから社会資源としての色々なものをどう構築していくのかということ

もお金がなければできないわけですから、そういうことを考えると、区全体と

してはどうなのか。そういう要望だとか、区全体の取り組みの構築をどうする

かということもこういう場で話し合っていかなければいけないのだろうと思い
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ます。 

 一応、三つの分科会に分けてそれらについて話し合ってこられたということ

ですけれども、皆さんの発言の中でもそういうことについて触れられているわ

けですけれども、大事なことは、地域の中で一人一人の課題を抱えた人を孤立

させないためにはどうすればいいのか。そのためには自分の地域ではどういう

ようなネットワークを張っていけばいいのか、取り組んでいったらいいのかと

いうことを是非お考えいただきたい。これは高齢者だけの問題ではなくて、障

がいを持つ人達もそうですし、子育てをしていらっしゃるお父さん、お母さん

方の支援という問題も同じわけです。ですから、それぞれのことに気配りをし

ていただいて、自分達の地域の中でどこまで色々なネットワークができていく

のか。そのためには情報交換という場が必要なわけですし、情報共有をどうし

ていくのかということを問われているわけですから、その方向を是非進めてい

っていただければいいかなと思います。 

 先程、分科会の報告の中で買い物支援であるとか移動手段の確保ということ

が出てきました。地域によっては非常にそれが大事なところもあるわけですか

ら、そのようなことも色々とみんなで考えて、どうしたらいいのかを加えてい

ただければいいのではないかと思いました。 

 いずれにしても、地域が一生懸命頑張らなければならないというのは分かる

のですけれども、あまり片意地を張ってやろうと言ってもそう簡単に動くもの

ではありませんから、力を抜いてみんなで楽しくやっていくつもりでお願いで

きればと思っております。前にも言いましたけれども、日本の場合には専門家

が十分に育っていません。そのために、皆さん、地域が頑張らざるを得なくな

っている部分がとても大きいのです。本当は専門家を育てて専門家に相談でき

ればもっと違った形での解決が図られるはずなのだけれども、どうしてもそう

いうところは遅れていますから、みんな地域で頑張ってきたわけです。だから

これからも地域で頑張っていかなければいけないと押しつけられても、皆さん

の力が育ってくればいいのですけれども、なかなかそこまで急には行かないわ

けで、そういうところは力を抜きながら、楽しくやっていくつもりでこれから

もやっていっていただければありがたいと思います。 

田中委員長  先生、ありがとうございました。 

 只今のお話を聞かれて、委員の皆さんから土橋先生に是非お聞きしたいこと

があれば、せっかくの機会でございますので、ございませんか。 

中野委員  私は障がい者団体なのですけれども、私も本当に自分で一生懸命やっている

のですが、先程言われたように専門家に相談するというのも、そうなのだなと

思っています。しかし、専門家というのはどなたなのか分からないのです。そ
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ういう資料があるとありがたいです。 

土橋アドバイザ

ー 

 専門家というのが分からないと、今、お話がありましたけれども、実際はい

ろいろな資料が出ているのです。ただ、皆さんの手元に来ないだけです。そこ

は行政が社協とどう連携をしながら情報提供してもらうかということが大事だ

ろうと思います。先程、地域の中の地域包括支援センターを知ろうではないか

と、出てきてもらおうじゃないかという話もありましたけれども、それも一つ

の資源なわけです。色々なところに色々な資源があります。ただ、少ないとい

うのは事実です。そういう人たちとどういうかかわりを持っていくのかという

ことも大事なことなので、そういう人たちの力を借りて地域を活性化させてい

くということは非常に大事だと思うのです。ただ、例えば、社協にＣＳＷ、コ

ミュニティソーシャルワーカーという者を一人ずつ置いていますということな

のだけれども、ではそのＣＳＷというのは誰なのか、その人はどういう仕事を

しているのか、いつ私達の近くに来てくれるのか。色々な形で疑問はあるだろ

うと思うのだけれども、そういうことも実際に話をしてもらえれば、あの人が

そうでどういう活動をしているのだから、我々のところではこういうところに

呼んで話をしてもらおうとか、色々アドバイスをしてもらおうということがで

きるだろうと思うし、それは行政も情報をたくさん持っているわけですから、

そういうところから色々手をつないでいくような形で発信をしていけば、得ら

れることはたくさんあるのだと思うのです。ただ、残念なのが、そういう社会

資源というのは中央に集まってしまっているのです。新潟市でいえば新潟市中

央区にはたくさんあるのだけれども、南区に来るとそれが非常に少なくなって

しまうとか、そこをどう解決していくのかというのがこれからの課題だろうと

思います。 

渋川委員  私も障がい児、というか障がい者の親ですが、子どもは車椅子なのですが、

要援護者の名簿の方には出してあるのです。地域にも分かってもらって、当然

その方がありがたいと思っていますので、そういう情報を地域の方、民生委員

の方、自治会の方に、私は大郷地区なのですが、是非知っておいていただいて、

何かのときにはお手伝いをお願いしたいと思っています。親としてはそのため

にそういう情報を出していますので、それを公開してもらっては困るというこ

とはありません。よろしくお願いしたいと思います。 

田中委員長  要望でよろしいですね。 

渋川委員  はい。 
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田中委員長  ほかにございませんか。 

 無いようですので、５のその他に入りたいと思います。事務局から、その他

について連絡をお願いしたいと思います。 

事務局  それでは、事務局から１点だけ連絡がございますが、その前に、皆様方には

それぞれの分科会に分かれての、なかなか聞けないようなご意見やご要望をい

ただきまして、ありがとうございました。それからまた、地区に戻られました

らそれぞれの座談会等に出席いただきまして、また、ご検討いただきましてあ

りがとうございました。先程土橋先生からもあった、まず地区があってそれを

また積み上げていくような素案づくりをこれから進めてまいりたいと思いま

す。 

 それで、次回の推進委員会の日程でございますが、今ほどいただきました中

間報告や座談会の結果を基に、今後、事務局での次期素案を作成いたしまして、

次回の推進委員会で委員の皆様から内容についてご意見を頂戴したいと考えて

おります。時期としましては、１０月下旬頃を予定しております。詳しい日程

が決まり次第、資料の事前配付を含め、今回のようにご案内申し上げますので、

よろしくお願いしたいと思います。 

田中委員長  只今の説明についてのご意見はございませんか。 

 では、次の第４回になりますか、１０月下旬頃ということで、よろしいでし

ょうか。 

 特に無いようであれば、これで第３回南区地域福祉アクションプラン推進委

員会を終了いたします。どうもお疲れ様でした。ありがとうございました。 


